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                                                   立命館大学広報課    

2021 年 8 月 5 日（木）、立命館大学は、MOOC のプラットフォーム「gacco」にて、オンライン公開

講座「親子で学ぶ！ なぜ？からはじめる漢字のなりたち」を開講しました。 
 

立命館大学は、東洋の文字文化を中心に顕著な実績を挙げた故・白川静名誉教授（文化勲章

受賞者）の研究成果をもとに、東洋文字文化研究の振興と高度化をはかることを目的とし、2005 年

に白川静記念東洋文字文化研究所を設立しました。以来、「漢字教育士」「漢字探検隊」など、幅

広い世代に対して「漢字に触れ、漢字を体験する」活動を続けてきました。今回、その知見を活かし、

「なぜ？」をキーワードに、子どもの興味を引き出すオンライン公開講座を開講することとなりました。 

  

▲オンライン公開講座のサムネイル              ▲講座配信イメージ 

 

 

 

 

記 
 

■ オンライン公開講座「親子で学ぶ！ なぜ？からはじめる漢字のなりたち」 概要 

期 間：2021 年 8 月 5 日（木）～2022 年 3 月 31 日（木） ＊申込は 2022 年 3 月 13 日（日）まで 

方  法：オンライン（オンデマンド配信） 

受講料：無料 ※gacco への会員登録（無料）が必要 

講  師：久保 裕之（くぼ ひろゆき）〈白川静記念東洋文字文化研究所・漢字教育士〉 

サ イ ト：https://gacco.org/ 

以上 

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先  ※8/7(土)～8/16(月)は夏期一斉休暇のため閉室します 

立命館大学広報課 担当：向山   TEL. 075-813-8300 http://www.ritsumei.ac.jp/ 

〈夏休みの自由研究への発展も⁉〉  gacco オンライン公開講座（MOOC） 

「親子で学ぶ！ なぜ？からはじめる漢字のなりたち」 本日開講 

内容：「歯」には、なぜ「止」がつく？など   ＊修了者には受講修了証を発行 

 

講座の受講をきっかけに、受講生が漢字に興味を持ち、漢字の世界を知ることで

「なぜと考える力」「基礎から推測する力」「原理を押さえて繋がりを見つける力」などを

培ってもらうことを期待しています。 



別紙 

【シラバス －「親子で学ぶ！ なぜ？からはじめる漢字のなりたち」】 

第 1 章 

漢字のはじまり 

第 1 回 文字と記号のちがい 

第 2 回 漢字はこうして生まれた その 1 

第 3 回 漢字はこうして生まれた その 2 

第 2 章 

漢字のできかた・つくりかた 

第 4 回 モノのかたちからできた漢字 

第 5 回 組み合わせからできた漢字 

第 3 章 

漢字のなりたち・つながり 

第 6 回 「部首」ってなに？ 

第 7 回 「人」からつながる漢字 

第 8 回 「手」からつながる漢字 

第 4 章 

読み方のひみつ 

第 9 回 「音読み」中国からやってきた？ 

第 10 回 「訓読み」日本のことば？ 

 

講座内容例 

・「歯」という漢字には、なぜ「止」がつくの？ 

  ・「敗北」という言葉には、なぜ「北」が使われるの？ 

 ・漢字には、どうして「読み方」がたくさんあるの？ 

 

【漢字教育士】 

漢字の成り立ちから歴史背景まで、漢字の魅力を伝え、体系的に教える力がつく資格。小・

中・高校、書道教室に加えて、学童保育・放課後教室・老人ホームなどのカルチャー教室などに

活躍の場を広げています。 

サイト：http://kanjikyoikushi.jp/index.html 

 

【漢字探検隊】 

座学のみならず、見学や体験を通して、漢字の成り立ちとそのもとになった自然や文化を学習

する体験型の漢字講座です。2007 年から開始、全国 40 都市にて通算 200 回超え、延べ参加者

数は約 13,000 名となっています。 

動物園で、動物の名前やその生態からできた漢字を学んだり、筆で木簡に古代文字を書く、

印鑑や漢字パズルなどの製作を通して漢字を体験したりする企画などがあります。 

 サイト：https://kanjitankentai.jp/index.php 

   
         ※上記画像・写真は、過去に開催したものです。 


